
科目名/提供大学名 まちづくり論／福井大学

科目名（英文） Town & Community Building

対象学年 原則として、全学年。

開講時期 前期・毎週火曜１限（8:45～10:15）　遠隔授業

単位数 ２単位

科目区分 選択（地域コア科目群：「持続可能な社会・環境づくり分野」）

授業形態・開講形態 講義と演習（フィールドワーク）

担当教員名
菊地　吉信 (ykikuchi@u-fukui.ac.jp)，　川本　義海 (yoshimi@u-fukui.ac.jp)，　野嶋　慎二 (nojima@u-
fukui.ac.jp)，　浅野　周平（asano-s@u-fukui.ac.jp）

オフィスアワー 講義の前後に質問等を受け付けます。

教員メールアドレス

概要

まちづくりとは、人と人、人と物や情報、それらと空間との関係づけを前提として、快適かつ持続可能な地域環
境と地域コミュニティを創造することである。
この授業では、こうしたまちづくりにおける基本的な考え方と技術としての取り組み方を、理論と事例の紹介を
通して概説し、様々な立場でまちづくりに参画するための素養を習得する。
さらに、地域を志向した学習により，学生の主体的な学びの機会を提供する。

学習・教育目標との関連 各大学の目標との関連は、科目の提供大学側では書けないと思われます。

授業目標・目的
この授業では、こうしたまちづくりにおける基本的な考え方と技術としての取り組み方を、理論と事例の紹介を
通して概説し、様々な立場でまちづくりに参画するための素養を習得する。
さらに、地域を志向した学習により，学生の主体的な学びの機会を提供する。

身につけることを目指す
社会的・職業的能力（汎
用的能力）

□自他の理解能力　　 ■コミュニケーション能力 ■情報収集・探索能力 ■社会・職業理解能力
□役割把握・認識能力 ■計画実行能力　　　　　 □選択能力　　　　　 ■課題解決能力

学生の目標・到達目標

・まちづくりにおける基本的な考え方を理解する。
・まちの成り立ちや特徴を読み取るための基礎的な素養を身につける。
・複眼的な視点からまちづくりについての問題意識を養う。
・演習（フィールドワーク）を通じて作業を自主的・計画的に進める主体性とコミュニケーション力、さらに発表を
通じてプレゼンテーション力を高める。

授業計画・授業内容

1 イントロダクション
（講義）
2 都市の歴史と変化
3 都市計画法とまちづくり
4 住居とまちづくり
5 防災まちづくり
6 交通計画とまちづくり
7 福井のまちづくり － 系譜と特質
8 再開発とまちづくり
9 次世代交通とまちづくり
（演習）
10 ～15 まちづくり提案の作成

授業方法

この授業は講義と演習（フィールドワーク）からなる。
講義では、まちづくりに関連する様々なテーマについて、パワーポイントなど視覚資料を用いて紹介する。資
料は随時配布する。
演習では、講義の内容を参考にしつつ、学生自らがフィールドへ出てまちづくり提案を行う。演習はグループ
ワークを含み、学生どうしの活発な意見交換を期待する。

キーワード 都市史、都市計画法、中心市街地、交通、住居、防災、交流・連携、住民参加

教科書 教科書は使用しない。

参考書 参考書は授業の中で適宜紹介する。

評価方法・評価基準 講義の際に行う小課題、フィールドワークの発表内容と態度、個人レポートを総合して評価する。

関連科目

履修の要件

必要な事前・事後学習 授業時に適宜指示する。

その他・注意事項

　共通開講科目（アオッサ）　　まちづくり論／福井大学　　


